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(57)【要約】
【課題】白色発光の有機ＥＬ素子とカラーフィルターと
を組み合わせてフルカラー表示する表示装置において、
表示装置の画面の斜め方向からの観察者が感じる色ずれ
の度合いをより高度に軽減できるようにする。
【解決手段】赤色、緑色、青色の３色のカラーフィルタ
ーと、白色発光の有機ＥＬ素子とを組み合わせてなる表
示装置の画面の横方向において、赤色と緑色の副画素１
２Ｒ，１２Ｇの反射電極２Ｒ，２Ｇが交互に配列し、青
色の副画素１２Ｂの反射電極２Ｂは係る反射電極２Ｂの
みが配列するように、副画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを
配置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１乃至第３の色のカラーフィルターと、反射電極上に白色を有する発光層と透明電極
を積層した有機ＥＬ素子とをそれぞれ備えた第１乃至第３副画素で構成された画素が複数
マトリクス配置された画面を有する表示装置において、
　前記第１乃至第３副画素の配列が、前記第１副画素の反射電極のみが前記画面の横方向
に並んだ列と、前記第２副画素と第３副画素の反射電極が前記画面の横方向に交互に並ん
だ列と、を構成する配列となっていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記画面の横方向において、前記第１副画素の反射電極の長さが、前記第２副画素の反
射電極及び前記第３副画素の各長さよりも長いことを特徴とする請求項１に記載の表示装
置。
【請求項３】
　前記画面の縦方向において、前記第１副画素の反射電極の長さが、前記第２副画素及び
前記第３副画素の反射電極の各長さより短いと共に、前記画面の縦方向に隣接する前記第
１副画素の反射電極と、前記第２及び第３副画素の反射電極との間隔が、前記画面の横方
向に隣接する前記第２副画素の反射電極と、前記第３副画素の反射電極との間隔より大き
いことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１の色が青色であり、前記第２の色が赤色であり、前記第３の色が緑色であるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１の色が赤色であり、前記第２の色が青色であり、前記第３の色が緑色であるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　互いに隣接し、少なくともカラーフィルターの色が異なる副画素間にブラックマトリク
スを有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記発光層及び前記透明電極が複数の前記副画素及び前記画素に共通に配置されている
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　第１乃至第３の色のカラーフィルターと、反射電極上に白色を発する発光層と透明電極
を積層した有機ＥＬ素子とをそれぞれ備えた第１乃至第３副画素で構成された画素が複数
マトリクス配置された画面を有する表示装置において、
　少なくとも第１副画素の配列が、前記第１副画素の反射電極のみが前記画面の横方向に
並んだ列を構成する配列となっていることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　前記第１乃至第３副画素の配列が、それぞれ前記第１乃至第３副画素の反射電極のみが
前記画面の横方向に並んだ列を構成する配列となっていることを特徴とする請求項８に記
載の表示装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の表示装置と、撮像素子と、を備えたことを特徴
とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーフィルターと有機ＥＬ素子とを用いた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子を発光素子として用いた表示装置において
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、カラー表示を実現する方法の１つとして、カラーフィルターを用いた方式が提案されて
いる。係る方式は、白色発光の有機ＥＬ素子を光源として用い、赤色、緑色、青色の三原
色のカラーフィルターを介して、赤色、緑色、青色の発光を得る方式である。有機ＥＬ素
子と三原色のいずれかの色のフィルターとを組み合わせて副画素とし、三原色の副画素を
組み合わせて画素とする。そして、この画素をマトリクス状に配列して表示装置の画面を
構成するが、この画素の配列方式の１つとして、同色の副画素を画面の縦方向（上下方向
）に配列する縦ストライプ方式が知られている。
【０００３】
　しかしながら、白色発光の有機ＥＬ素子からの発光は拡散光である。また、有機ＥＬ素
子とカラーフィルターの間には、有機ＥＬ素子を封止するための無機膜又は樹脂膜で構成
された厚みのある透明層が存在する。そのため、カラーフィルター方式の表示装置では、
ある副画素の有機ＥＬ素子からの発光の一部は、隣接する副画素のカラーフィルターを透
過してしまい、画面を観察する角度によっては、混色が生じてしまう問題がある。縦スト
ライプ方式では、斜めから画面を観察しても、縦方向に関してはほとんど色ずれが生じな
い。一方、横（左右）方向については、斜めからパネルを観察した場合に、赤色と緑色が
混色した光、赤色と青色が混色した光、緑色と青色が混色した光等の混色光が視認される
ため、正面から観察した場合と比較して、色ずれが生じてしまう。
【０００４】
　特許文献１は、前記縦ストライプ方式の表示装置について、ブラックストライプを設け
ると共に、有機ＥＬ素子とカラーフィルター間の透明層の厚さを薄くすることで上記問題
を軽減することを提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－７３２１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、斜めから画像を見た場合の混色光による色ずれを更に抑制して画像品質
を向上させることが求められている。
【０００７】
　本発明は、有機ＥＬ素子とカラーフィルターとを組み合わせてフルカラー表示する表示
装置において、表示装置の画面の斜め方向からの観察者が感じる色ずれの度合いをより高
度に軽減できるようにすることを目的とする。
【０００８】
　ところで、人間の視野は縦方向よりも横方向の方が広い。また、カメラのファインダー
等では、パン動作を含めて、特に横方向に視線を移動することが多い。本発明は、このよ
うなことから、横方向において観察者が色ずれを感じにくくする工夫が重要であるとの観
点からなされたものである。更に、本発明は、三原色の中でも、他の三原色の色の光が混
ざった時に色ずれを認識しやすい色と、この色よりも色ずれを認識しにくい色が存在する
との観点をも加味したものでもある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１は、第１乃至第３の色のカラーフィルターと、反射電極上に白色を発する
発光層と透明電極を積層した有機ＥＬ素子とをそれぞれ備えた第１乃至第３副画素で構成
された画素が複数マトリクス配置された画面を有する表示装置において、
　前記第１乃至第３副画素の配列が、前記第１副画素の反射電極のみが前記画面の横方向
に並んだ列と、前記第２副画素と第３副画素の反射電極が前記画面の横方向に交互に並ん
だ列と、を構成する配列となっていることを特徴とする。
【００１０】
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　本発明の第２は、第１乃至第３の色のカラーフィルターと、反射電極上に白色を発する
発光層と透明電極を積層した有機ＥＬ素子とをそれぞれ備えた第１乃至第３副画素で構成
された画素が複数マトリクス配置された画面を有する表示装置において、
　少なくとも第１副画素の配列が、前記第１副画素の反射電極のみが前記画面の横方向に
並んだ列を構成する配列となっていることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第３は、上記本発明の表示装置と、撮像素子と、を備えたことを特徴とする撮
像装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、従来よりも画面の横方向における色ずれを低減し、全体として、より
高画質の表示を観察しうる表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態における画素、副画素及び反射電極の配列を示した平面模式
図である。
【図２】図１に示した本発明の一実施形態の第２及び第３副画素の構成を示した断面模式
図である。
【図３】図１に示した本発明の一実施形態の第１副画素の構成を示した断面模式図である
。
【図４】本発明の他の実施形態における画素及び反射電極の配列を示した平面模式図であ
る。
【図５】本発明の他の実施形態における画素及び反射電極の配列を示した平面模式図であ
る。
【図６】本発明の他の実施形態における画素、副画素及び反射電極の配列を示した平面模
式図である。
【図７】本発明の比較例における画素、副画素及び反射電極の配列を示した平面模式図で
ある。
【図８】本発明の実施例における横方向の観察角度についての説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の表示装置は、白色発光の有機ＥＬ素子とカラーフィルターとを組み合わせてフ
ルカラー表示する方式である。具体的には、基本的に、第１乃至第３の色のカラーフィル
ターと、反射電極上に白色を発する発光層と透明電極を積層した有機ＥＬ素子とをそれぞ
れ備えた第１乃至第３副画素で構成された画素が複数マトリクス配置された画面を有する
表示装置である。そして本発明においては、反射電極の配列を工夫することによって、画
面の横方向における色ずれを低減したことを特徴とする。尚、本発明において、画面の横
方向とは、カメラやテレビ等の表示装置を画面を立てて使用した場合の水平方向である。
【００１５】
　一般的に、カラーフィルターの色としては青色、緑色、赤色の三原色が用いられる。よ
って、以下、青色、緑色、赤色を第１の色乃至第３の色として、係る三原色のカラーフィ
ルターを用いた構成を例に挙げて、本発明を説明するが、本発明は本実施形態に限るもの
ではない。
【００１６】
　図１（ａ）は、本発明の第一の実施形態の表示装置を基板の法線方向から見た図であり
、本実施形態に係る画素と反射電極の配列を模式的に示す図である。尚、以下の説明にお
いて、本発明の表示装置の画面の横方向をＸ方向、縦方向をＹ方向として図示する。
【００１７】
　本発明の表示装置は、基板１上の表示領域１４内に複数の画素１０がマトリクス状に配
列して形成されている。図１（ｂ）は、図１（ａ）中の一つの画素１０を拡大して示す図
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である。１つの画素１０は青色副画素（Ｂ副画素）１２Ｂ、緑色副画素（Ｇ副画素）１２
Ｇ、赤色副画素（Ｒ副画素）１２Ｒの三つの副画素からなる。そして、本実施形態におい
ては、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２ＢのみがＸ方向に並んだ列と、Ｇ副画素１２Ｇの反射
電極２ＧとＲ副画素１２Ｒの反射電極２Ｒとが交互にＸ方向に並んだ列とが構成されるよ
うに、副画素１２Ｒ、１２Ｇ，１２Ｂが配列されている。
【００１８】
　図７（ａ）は、従来の縦ストライプ方式の表示装置を基板の法線方向から見た図であり
、係る表示装置の画素と反射電極の配列を模式的に示す。また、図７（ｂ）は、図７（ａ
）中の一つの画素１０を拡大して示す図である。従来の縦ストライプ方式では、副画素１
２Ｒ、１２Ｇ，１２Ｂの反射電極２Ｒ，２Ｇ，２ＢがそれぞれのみでＹ方向に並んだ行が
構成されるように、副画素１２Ｒ、１２Ｇ，１２Ｂが配列されている。
【００１９】
　図７（ｂ）に示すように、従来の縦ストライプ方式では、Ｘ方向に３色の副画素１２Ｒ
，１２Ｇ，１２Ｂが順次配列している。そのため、Ｙ方向においては混色が生じないが、
Ｘ方向においては３色の副画素それぞれにおいて混色が生じてしまう。
【００２０】
　一方、図１（ｂ）に示すように、本実施形態の表示装置においては、Ｘ方向にＲ副画素
１２ＲとＧ副画素１２Ｇとが交互に並ぶ列と、Ｂ副画素１２Ｂのみが並ぶ列とが構成され
る。従って、Ｘ方向において交互に並ぶ２色の副画素についてはそれぞれ混色が生じるが
、３色の副画素それぞれに混色が生じる従来の縦ストライプ方式に比較して、色ずれが生
じる副画素数が低減する。よって、本発明の表示装置は、縦ストライプ方式よりもＸ方向
での色ずれが低減される。
【００２１】
　また、本実施形態の表示装置では、Ｙ方向において２色の副画素が交互に並ぶため、２
色の副画素それぞれにおいてＹ方向において混色による色ずれが生じる。しかしながら、
Ｙ方向における色ずれの表示への影響は、Ｘ方向に比較して小さいため、Ｙ方向において
混色の生じない縦ストライプ方式に比較して、本発明の表示装置に係るＹ方向での色ずれ
は表示にはさほど大きな影響とはならない。
【００２２】
　よって、本発明の表示装置においては、従来の縦ストライプ方式に比べて、全体として
色ずれが低減された表示が観察される。
【００２３】
　さらに、図１（ｂ）の如く副画素を配置する際に、Ｘ方向において混色を生じる２色の
副画素の色を特定することにより、より色ずれが低減される。以下にその作用を説明する
。
【００２４】
　赤色や青色は緑色と比較して、見た目で色ずれを認識しやすい。表１は主色９８％に対
して混入色が２％混色した場合の色ずれ量（Δｕ’ｖ’）をシミュレーションで計算した
結果であり、定量的にも赤色や青色に少量の緑色が混色した場合の色ずれ量は、緑色に少
量の赤色や青色が混色した場合の色ずれ量よりも大きい。よって、本発明において、Ｘ方
向に交互に並ぶ副画素の色として、赤色又は青色と、緑色との組み合わせを選択し、Ｘ方
向に同色の副画素のみが並ぶ列の該副画素の色として青色又は赤色を選択することが好ま
しい。赤色又は青色の副画素と、緑色の副画素とをＸ方向に交互に並べた場合、Ｘ方向に
おいて、赤色又は青色の副画素と、緑色の副画素それぞれにおいて混色を生じる。しかし
ながら、緑色は赤色や青色よりも混色による色ずれ量が小さい。そのため、赤色又は青色
の副画素と、緑色の副画素とをＸ方向に交互に並べた構成は、赤色と青色の副画素をＸ方
向に交互に並べた構成よりも、Ｘ方向における色ずれ量は小さくなる。また、同色の副画
素のみがＸ方向に並ぶ列の該副画素には、Ｘ方向における混色が生じないため、いずれの
色の副画素を並べても色ずれは生じない。よって、本発明では、同色の副画素のみがＸ方
向に並ぶ列の該副画素として、Ｒ副画素又はＢ副画素を選択し、Ｘ方向に交互に並ぶ副画
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素として、Ｂ副画素又はＲ副画素と、Ｇ副画素との組み合わせを選択することで、より色
ずれが低減された表示が観察される。
【００２５】
　尚、図１（ｂ）においては、同色の副画素のみがＸ方向に並ぶ列の該副画素として、Ｂ
副画素１２Ｂを、Ｘ方向に交互に並ぶ副画素として、Ｒ副画素とＧ副画素との組み合わせ
を選択した例であり、Ｂ副画素１２ＢをＲ副画素１２Ｒに代えても同様の効果が得られる
。
【００２６】
【表１】

【００２７】
　次に、図２（ａ）、図２（ｂ）を参照して、画素の積層構造と発光経路について詳細を
説明する。図２（ａ）は、図１の破線Ａ－Ａ’における二つの画素１０の断面模式図であ
り、図２（ｂ）は図１の破線Ｂ－Ｂ’における二つの画素１０の断面模式図である。図２
（ａ）、図２（ｂ）において、１は基板、２Ｒ，２Ｇ，２Ｂは反射電極（アノード）、３
は有機ＥＬ層、４は透明電極（カソード）、５は封止膜、６は接着樹脂層である。さらに
、７Ｒは赤色フィルター（Ｒフィルター）、７Ｇは緑色フィルター（Ｇフィルター）、７
Ｂは青色フィルター（Ｂフィルター）、８はブラックマトリクス、９は対向基板、１３Ｒ
，１３Ｇ，１３Ｂは有機ＥＬ素子、１５はカラーフィルターの保護層である。有機ＥＬ層
３は、少なくとも白色を発する発光層を備えた有機化合物層であり、必要に応じて正孔注
入層、正孔輸送層、電子輸送層、電子注入層などを有している。反射電極２Ｒ，２Ｇ，２
Ｂは副画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂに対応して形成され、有機ＥＬ層３及び透明電極４は
複数の画素に共通に形成されるか、或いは、全画素に共通に形成される場合もある。反射
電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂと有機ＥＬ層３と透明電極４とでＲ副画素１２Ｒ，Ｇ副画素１２Ｇ
，Ｂ副画素１２Ｂの各有機ＥＬ素子１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂが構成される。よって、各副
画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂの発光領域は、反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂで規定される。本
実施形態の表示装置は、封止膜５まで形成した基板１と、ブラックマトリクス８とカラー
フィルター７Ｒ，７Ｇ，７Ｂ、さらに保護層１５を形成した対向基板９とを、封止膜５と
保護層１５とが相対するように対向配置させて接着樹脂層６で接着してなる。
【００２８】
　有機ＥＬ層３からの発光は拡散光であり、発光点からカラーフィルター７Ｒ，７Ｇ，７
Ｂまでの距離は数μｍ程度の距離がある。そのため、図２（ａ）、図２（ｂ）に示すよう
に、自副画素のカラーフィルターを透過する光もあれば、隣接する副画素のカラーフィル
ターを透過する光もある。隣接する副画素のカラーフィルターを透過する光の程度は、反
射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂの大きさや形状に影響するため、本発明においては、係る反射電
極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂの配列に工夫を施している。即ち、本実施形態では、Ｒ副画素１２Ｒ
の反射電極２ＲとＧ副画素１２Ｇの反射電極２ＧとがＸ方向に交互に配列されており、Ｂ
副画素１２Ｂの反射電極２ＢのＸ方向には隣接画素１０のＢ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂ
のみが配列されている。そのため、Ｘ方向からパネルを観察する場合、観察する角度（仰
角）によっては赤色と緑色の混色が生じるが、青色と赤色や緑色との混色は生じない。
【００２９】
　よって、混色の影響の大きい色の副画素について、Ｘ方向に係る副画素の反射電極のみ
が配列するようにしたことでより色ずれの低減効果が高くなる。
【００３０】



(7) JP 2013-211147 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

　図２の構成では、互いに隣接する副画素間にブラックマトリクス８を設けたが、本発明
では、ブラックマトリクス８に関しては、設置してもしなくてもよい。ブラックマトリク
ス８を設ける場合には、少なくとも、カラーフィルターの色が異なる副画素間に設けるこ
とが好ましい。
【００３１】
　また、ブラックマトリクス８を配置する場合では、図２（ａ）、図２（ｂ）で説明した
形態以外に、封止膜５上に設置することもできる。図３（ａ）、図３（ｂ）に係る構成例
を示す。図３（ａ）は、図２（ａ）と同様に、図１の破線Ａ－Ａ’における二つの画素１
０に相当する断面模式図であり、図３（ｂ）は、図２（ｂ）と同様に、図１の破線Ｂ－Ｂ
’における二つの画素１０に相当する断面模式図である。図３（ａ）、図３（ｂ）の構成
は、基板１から対向基板９までの各層を順次積層して製造される。図３（ａ）、図３（ｂ
）では、図２の構成と比較して接着樹脂層６がないため、発光点からカラーフィルター７
Ｒ，７Ｇ，７Ｂまでの距離が短くなり、色ずれを起こしにくくできる。ブラックマトリク
ス８を配置しない場合としては、例えば、図２（ａ）、図２（ｂ）、図３（ａ）、図３（
ｂ）からブラックマトリクス８を除いた構成をとることができる。ブラックマトリクス８
を配置しなくても、本発明の画素配列により、従来の同色の副画素を縦ストライプに配置
した縦ストライプ方式に比較して、Ｘ方向の色ずれを低減することができる。
【００３２】
　図４乃至図６はそれぞれ本発明の他の実施形態の表示装置を基板の法線方向から見た図
であり、画素及び反射電極の配列を模式的に示した図である。
【００３３】
　本発明では、反射電極の形状や大きさに関しては自由に設定することができ、例えば図
４に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２ＢのＸ方向の長さを、図１の場合より長く
することができる。係る構成ではＢ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂの面積が大きくなるため
、図１の構成と比較して長寿命化が達成できる。
【００３４】
　また、例えば図５に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２ＢのＸ方向の長さを図１
の場合より長くする。同時に、Ｙ方向の長さを図１の場合より短くし、反射電極２Ｂと反
射電極２Ｒ，２ＧとのＹ方向の間隔を、反射電極２Ｒと２ＧとのＸ方向の間隔よりも大き
くすることができる。この場合、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂと、Ｒフィルター７Ｒ又
はＧフィルター７Ｇとの距離が長くなるため、Ｂ副画素１２Ｂからの発光が、Ｒフィルタ
ー７Ｒ又はＧフィルター７Ｇを透過しにくくなるため、Ｙにおける色ずれを低減すること
ができる。
【００３５】
　以上の説明において、Ｂ副画素１２Ｂを第１副画素とした場合について説明したが、Ｂ
副画素１２Ｂの代わりにＲ副画素１２Ｒを第１副画素としても同様の効果が得られる。
【００３６】
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。本発明の第２の実施形態は、少なく
とも第１副画素の配列が、第１副画素の反射電極のみが画面の横方向に並んだ列を構成す
る配列となっている。そして好ましくは、第１乃至第３副画素の配列が、第１乃至第３副
画素の反射電極のみが画面の横方向に並んだ列を構成する配列となっている。
【００３７】
　具体的には、図６に示すように、所謂、横ストライプ方式とすることができる。図６（
ａ）は、横ストライプ方式の表示装置を基板の法線方向から見た図であり、係る表示装置
の画素と反射電極の配列を模式的に示す。また、図６（ｂ）は、図６（ａ）中の一つの画
素１０を拡大して示す図である。係る構成では、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂだけでな
く、Ｒ副画素１２Ｒ、Ｇ副画素１２Ｇの反射電極２Ｒ，２Ｇにおいても、Ｘ方向には同色
の副画素の反射電極みが存在する。本構成では、Ｙ方向において３色の混色が生じるが、
混色による色ずれの表示への影響の大きいＸ方向においては混色が生じないことから、従
来の縦ストライプ方式に比べて、色ずれの低減された表示が観察される。
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【００３８】
　また、本発明は、副画素の配列方法に特徴を有するものであり、表示装置の製造方法や
材料については特に限定されず、従来の技術を適用することができる。
【００３９】
　本発明の表示装置は、テレビ受像機、パーソナルコンピュータの表示部に用いられる。
この他に、本発明の表示装置は、デジタルカメラやデジタルビデオカメラなどの撮像装置
の表示部や電子ビューファインダに配置されていてもよい。撮像装置は、撮像するための
撮像光学系やＣＭＯＳセンサなどの撮像素子をさらに有している。
【００４０】
　また、本発明の表示装置は、携帯電話の表示部、携帯ゲーム機の表示部等に配置されて
いてもよいし、さらには、携帯音楽再生装置の表示部、携帯情報端末（ＰＤＡ）の表示部
、カーナビゲーションシステムの表示部に配置されていてもよい。また、本発明の表示装
置は、画像形成装置の操作パネル部に配置されてもよい。
【実施例】
【００４１】
　以下、本発明の好適な実施例を詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定され
るものではない。
【００４２】
　（実施例１)
　図１（ａ）、図１（ｂ）に示すように反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂ、及び、副画素１２Ｒ
，１２Ｇ，１２Ｂを配列し、図２（ａ）、（ｂ）に示した層構成の表示装置を作製した。
【００４３】
　基板１としてシリコン、反射電極（アノード）２として膜厚５０ｎｍのＴｉ膜、有機Ｅ
Ｌ層３として正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入層の４層からなる
総膜厚１２０ｎｍの白色発光の有機ＥＬ層３を順次形成した。次いで、透明電極（カソー
ド）４として膜厚１００ｎｍのＩＺＯ膜、封止層５として膜厚１μｍのＳｉＮ膜を形成し
た。
【００４４】
　一方、対向基板９として透明ガラスの上に、ブラックマトリクス８として膜厚０．２μ
ｍ、幅１μｍの金属クロム膜、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ、７Ｂとして、膜厚２．２μ
ｍの、顔料を含んだアクリル系樹脂層を順次形成した。ブラックマトリクス８は、隣接す
る副画素間に配置した。次いで、カラーフィルター保護層１５として膜厚１μｍのアクリ
ル系樹脂層を形成した。
【００４５】
　上記封止層５とカラーフィルター保護層１５とを接着樹脂層６として膜厚１μｍのアク
リル系樹脂層で接着した。
【００４６】
　各部位のサイズは、画素１０を１２μｍ×１２μｍ、反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれ
ぞれ４μｍ×４μｍとし、Ｒフィルター７Ｒ、Ｇフィルター７Ｇを６μｍ×６μｍ、Ｂフ
ィルター７Ｂを１２μｍ×６μｍとした。
【００４７】
　上記の条件の画素１０をＸ方向に１２８０、Ｙ方向に１０２４配列した表示装置におい
て、赤表示、緑表示、青表示させ、図８に示すように、仰角をθ1＝７５°、θ2＝９０°
、θ3＝１１５°とした位置から分光放射計を用いて色度を測定した。
【００４８】
　Ｘ方向における、仰角９０°での色度に対する色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表２に示す。
後述する比較例１の縦ストライプ方式と比較して、各色についてそれぞれ、Ｘ方向の色ず
れを低減することができた。
【００４９】
　（実施例２）
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　図４に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂを１０μｍ×４μｍと、Ｘ方向の長
さを長くした以外は、実施例１と同様にして表示装置を作製した。
【００５０】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、横方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表２に示す。本例の表示装置は、実施例１と比較して、Ｘ方
向の色ずれの程度は変わらなかった。
【００５１】
　（実施例３）
　図５に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂを１０μｍ×２μｍと、Ｘ方向の長
さを長くし、Ｙ方向の長さを短くした以外は、実施例１と同様の条件の表示装置を作製し
た。
【００５２】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表２に示す。本例の表示装置は、実施例１と比較して、Ｘ方
向の色ずれの程度は変わらなかった。
【００５３】
　（実施例４）
　反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれぞれ１０μｍ×２μｍ、カラーフィルター７Ｒ，７Ｇ
，７Ｂをそれぞれ１２μｍ×４μｍとし、図６に示す横ストライプ方式とした以外は、実
施例１と同様にして表示装置を作製した。ブラックマトリクス８は、隣接する副画素間に
配置した。
【００５４】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表２に示す。本例の表示装置は、実施例１乃至３の表示装置
と同様に、赤色及び緑色のＸ方向の色ずれを低減することができた。
【００５５】
　（比較例１）
　反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれぞれ２×１０μｍ、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ、７
Ｂをそれぞれ４μｍ×１２μｍとし、図７に示す縦ストライプ方式とした以外は、実施例
１と同様にして表示装置を作製した。ブラックマトリクス８は、隣接する副画素間に配置
した。
【００５６】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表２に示す。本例の表示装置は、実施例１乃至３の表示装置
と比較して、赤色、緑色、青色の全てにおいて、Ｘ方向の色ずれが大きかった。
【００５７】
【表２】

【００５８】
　（実施例５）
　図１（ａ）、図１（ｂ）に示すように反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂ、及び、副画素１２Ｒ
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，１２Ｇ，１２Ｂを配列し、図３（ａ）、図３（ｂ）に示した層構成の表示装置を作製し
た。画素１０、反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂ、カラーフィルター７Ｒ，７Ｇ，７Ｂのサイズ
、表示領域１４内の画素１０の配列数は実施例１と同じである。
【００５９】
　実施例１と同様に、基板１上に、反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂ、有機ＥＬ層３、透明電極
４、封止層５を形成した。その後、封止層５の上にさらに、ブラックマトリクス８として
膜厚０．２μｍ、幅１μｍの金属クロム膜、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ、７Ｂとして、
膜厚２．２μｍの、顔料を含んだアクリル系樹脂層を形成した。ブラックマトリクス８は
、隣接する副画素間に配置した。次いで、カラーフィルター保護層１５として膜厚１μｍ
のアクリル系樹脂層と対向基板９として透明ガラスを積層した。
【００６０】
　得られた表示装置において、実施例１と同様に赤表示、緑表示、青表示させ、図８に示
すように、仰角をθ1＝７５°、θ2＝９０°、θ3＝１１５°とした位置から分光放射計
を用いて色度を測定した。
【００６１】
　Ｘ方向に関して、仰角９０°での色度に対する色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表３に示す。
本例の表示装置では、後述する比較例２の縦ストライプ方式と比較して、Ｘ方向の色ずれ
を低減することができた。
【００６２】
　（実施例６）
　図４に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂを１０μｍ×４μｍと、Ｘ方向の長
さを長くした以外は、実施例５と同様にして表示装置を作製した。
【００６３】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表３に示す。本例の表示装置は、実施例５と比較して、Ｘ方
向の色ずれの程度は変わらなかった。
【００６４】
　（実施例７）
　図５に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂを１０μｍ×２μｍと、Ｘ方向の長
さを長く、Ｙ方向の長さを短くした以外は実施例５と同様にして表示装置を作製した。
【００６５】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表３に示す。本例の表示装置は、実施例５と比較して、横方
向の色ずれの程度は変わらなかった。
【００６６】
　（実施例８）
　反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれぞれ１０μｍ×２μｍ、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ
、７Ｂをそれぞれ１２μｍ×４μｍとし、図６に示す横ストライプ方式とした以外は、実
施例５と同様にして表示装置を作製した。ブラックマトリクス８は、隣接する副画素間に
配置した。
【００６７】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表３に示す。本例の表示装置は、実施例５乃至７の表示装置
と比較して、赤色及び緑色のＸ方向の色ずれを低減することができた。
【００６８】
　（比較例２）
　反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれぞれ２×１０μｍ、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ、７
Ｂをそれぞれ４μｍ×１２μｍとし、図７に示す縦ストライプ方式とした以外は、実施例
５と同様にして表示装置を作製した。ブラックマトリクス８は、隣接する副画素間に配置
した。
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【００６９】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表３に示す。本例の表示装置は、実施例５乃至８の表示装置
と比較して、赤色、緑色、青色の全てにおいて、Ｘ方向の色ずれが大きかった。
【００７０】
【表３】

【００７１】
　（実施例９）
　ブラックマトリクス８を形成しない以外は実施例５と同様にして表示装置を作製し、実
施例５と同様に、赤表示、緑表示、青表示させ、図８に示すように、仰角（θ）を７５°
、９０°、１１５°とした位置から分光放射計を用いて色度を測定した。Ｘ方向における
仰角９０°での色度に対する色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表４に示す。本例の表示装置は、
後述する比較例３の縦ストライプ方式と比較して、Ｘ方向の色ずれを低減することができ
た。
【００７２】
　（実施例１０）
　図４に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂを１０μｍ×４μｍと、Ｘ方向の長
さを長くした以外は、実施例９と同様にして表示装置を作製した。
【００７３】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表４に示す。本例の表示装置は、実施例９の表示装置と比較
して、Ｘ方向の色ずれの程度は変わらなかった。
【００７４】
　（実施例１１）
　図５に示すように、Ｂ副画素１２Ｂの反射電極２Ｂを１０μｍ×２μｍと、Ｘ方向の長
さを長く、Ｙ方向の長さを短くした以外は実施例９と同様にして表示装置を作製した。
【００７５】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、Ｘ方向における仰角９０°での色度に対す
る色ずれ量（Δｕ’ｖ’）を表４に示す。本例の表示装置は、実施例９の表示装置と比較
して、Ｘ方向の色ずれの程度は変わらなかった。
【００７６】
　（実施例１２）
　反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれぞれ１０μｍ×２μｍ、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ
、７Ｂをそれぞれ１２μｍ×４μｍとし、図６に示す横ストライプ方式とした以外は、実
施例９と同様にして表示装置を作製した。ブラックマトリクス８は、隣接する副画素間に
配置した。
【００７７】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において、仰角９０°での色度に対する色ずれ量（Δ
ｕ’ｖ’）を表４に示す。本例の表示装置は、実施例９乃至１１の表示装置と比較して、
赤色及び緑色のＸ方向の色ずれを低減することができた。
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【００７８】
　（比較例３）
　反射電極２Ｒ，２Ｇ，２Ｂをそれぞれ２×１０μｍ、カラーフィルター７Ｒ、７Ｇ、７
Ｂをそれぞれ４μｍ×１２μｍとし、図７に示す縦ストライプ方式とした以外は、実施例
９と同様にして表示装置を作製した。ブラックマトリクス８は、隣接する副画素間に配置
した。
【００７９】
　赤表示、緑表示、青表示した場合において仰角９０°での色度に対する色ずれ量（Δｕ
’ｖ’）を表４に示す。本例の表示装置は、実施例９乃至１２の表示装置と比較して、赤
色、緑色、青色の全てにおいて、Ｘ方向の色ずれが大きかった。
【００８０】
【表４】

【符号の説明】
【００８１】
　２Ｒ，２Ｇ，２Ｂ：反射電極、３：有機ＥＬ層、４：透明電極、７Ｒ，７Ｇ，７Ｂ：カ
ラーフィルター、８：ブラックマトリクス、１０：画素、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ：副画
素、１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ：有機ＥＬ素子
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